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議 決 結 果議 決 結 果議 決 結 果

議案番号 件　　　名 議決結果

坪
内
涼
二

鍛
治
恵
巳
子

田
中
利
德

多
田
伸
治

森
川
佳
英

藤
間
義
明

森
脇
悦
朗

島
田
修
二

石
橋
孝
義

河
野
正
行

土
井
正
人

田
中
直
文

永
岡
静
馬

藤

田
　

厚

同意第１号 功労者の選定について 同意 ○ ○ 斥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

職

は

表

決

権

な

し

議案第１号
江津市地域コミュニティ交流センターの設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条例制定について

可決 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第２号 江津市行政不服審査会条例の制定について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３号
行政不服審査法の改正に伴う関係条例の整理に関する
条例の制定について

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４号
江津市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の
一部を改正する条例制定について

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５号 職員の退職管理に関する条例の制定について 〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６号
職員の勤務時間に関する条例及び職員の休日及び休暇
に関する条例の一部を改正する条例制定について

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７号
議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関
する条例の一部を改正する条例制定について

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第８号 江津市税条例の一部を改正する条例制定について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９号
地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に
関する条例の制定について

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第10号
江津市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定に
ついて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第11号
林地崩壊防止事業分担金徴収条例の一部を改正する条
例制定について

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第12号
農地及び農業用施設災害復旧事業分担金徴収条例の一
部を改正する条例制定について

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第13号
激甚災害に伴う農地及び農業用施設の小災害復旧事業
分担金徴収条例の一部を改正する条例制定について

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第14号 江津市手数料条例の一部を改正する条例制定について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第15号
江津市児童生徒の表彰に関する条例を廃止する条例制
定について

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第16号
江津市放課後児童クラブ設置条例の一部を改正する条
例制定について

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第17号
江津市公民館設置管理条例の一部を改正する条例制定
について

〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第18号
江津市桜江生涯学習施設の設置及び管理に関する条例
を廃止する条例制定について

〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第19号
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例制定について

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第20号 江津市過疎地域自立促進計画を変更することについて 〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第21号 公の施設に係る指定管理者の指定について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第22号 建設工事委託に係る協定の締結について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第23号 平成 28 年度江津市一般会計予算を定めることについて 〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第24号
平成 28 年度江津市国民健康保険事業特別会計予算を定
めることについて

〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第25号
平成 28 年度江津市国民健康保険診療所事業特別会計予
算を定めることについて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第26号
平成 28 年度江津市後期高齢者医療事業特別会計予算を
定めることについて

〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第27号
平成 28 年度江津市公共下水道事業特別会計予算を定め
ることについて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第28号
平成 28 年度江津市簡易水道事業特別会計予算を定める
ことについて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 賛成　　● 反対　　△ 欠席　　斥 除斥

６



議 決 結 果議 決 結 果

建設厚生委員会 行政視察報告（1月 25 ～ 26 日）

平成 25 年から４年間を地域公共交通計画の計画期間と定め、

公共交通の構築に取り組んでいた。交通結節点の待合環境の整

備として駅トイレ改修やバス路線整理にともない乗合タクシー

を運行し、幹線を維持しながら集落につなげていた。

地域公共交通計画（山口県長門市）

高齢化が進み、担い手が少ない現状のなか、新規就業者の確

保・育成に取り組み、平成 19 年度以降、新規就業者は増加し

ている。またブランド化により、首都圏を中心として販路拡大

イベントを開催し、加工品開発などを推進していた。

水産振興の取り組み（山口県萩市）

議 決 結 果

議案番号 件　　　名 議決結果

坪
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厚

議案第29号
平成28年度江津市農業集落排水事業特別会計予算を定
めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

職

は

表

決

権

な

し

議案第30号
平成28年度江津市水道事業会計予算を定めることにつ
いて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第31号
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部
を改正する条例制定について

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第32号
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第33号 市長等の給与の特例に関する条例の制定について 〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第34号 職員の給与の特例に関する条例の制定について 〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第35号
平成27年度江津市一般会計補正予算（第6号）を定める
ことについて

〃 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第36号
平成27年度江津市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第4号）を定めることについて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第37号
平成27年度江津市後期高齢者医療事業特別会計補正予
算（第4号）を定めることについて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第38号
平成27年度江津市公共下水道事業特別会計補正予算
（第4号）を定めることについて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第39号
平成27年度江津市簡易水道事業特別会計補正予算（第3
号）を定めることについて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第40号
平成27年度江津市農業集落排水事業特別会計補正予算
（第2号）を定めることについて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第41号
平成27年度江津市水道事業会計補正予算（第4号）を定
めることについて

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第42号 江津市議会議員政治倫理条例の制定について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第43号
選挙管理委員会並びに議会及び監査委員の要求により
出頭し又は参加した者に対する実費弁償支給条例の一
部を改正する条例制定について

〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第２号 公平委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第３号 人権擁護委員候補者の推薦について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 賛成　　● 反対　　△ 欠席　　斥 除斥
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本
市
の
経
済
情
勢
は
。

　

厳
し
い
が
、
一
部
製

造
業
の
受
注
増
に
加
え
、

江
津
駅
前
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
の
オ
ー
プ
ン
で
周
辺
飲

食
店
に
は
期
待
感
が
あ

る
。

　

ど
の
よ
う
な
点
に
重

点
を
置
き
施
政
方
針
を
策

定
し
た
の
か
。

　

江
津
市
版
総
合
戦
略

に
掲
げ
た
施
策
を
重
点
的
に
取
り
組

む
。

　

収
支
均
衡
を
図
る
対
策
は
。

　

歳
入
で
は
、
国
や
県
の
補
助
金
や

有
利
な
起
債
な
ど
、
予
算
を
も
う
一
度

見
直
し
、歳
入
増
を
図
る
。
歳
出
で
は
、

無
駄
な
支
出
の
抑
制
で
予
算
を
必
要
最

小
限
に
留
め
、
収
支
均
衡
を
図
る
。

　

江
津
市
版
総
合
戦
略
の
重
要
施
策

は
。

　

若
年
世
代
の
人
口
減
少
対
策
に
重

点
を
置
き
、
若
年
世
代
の
人
口
流
出
を

抑
制
し
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
の
た
め
、

仕
事
や
雇
用
を
創
出
す
る
施
策
に
重
点

を
置
く
。

昨年12月にオープンした

江津駅前ホテル

施政方針に

       ついて

河野　正行

９



　

児
童
の
学
力
向
上
に
は
教
師

の
授
業
力
・
教
育
力
が
欠
か
せ
な

い
。
研
修
な
ど
の
取
り
組
み
は
。

　

教
育
課
題
を
考
察
対
象
に
し

な
が
ら
、
研
究
手
法
や
教
育
理
論

を
身
に
つ
け
、
理
論
と
実
践
を
通

し
て
学
び
続
け
る
教
員
の
養
成
を

図
る
。

　

ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
、
本
市
で
の
教
育
の
目
玉
と
し

て
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
教
育
委
員
会
が

事
業
推
進
主
体
と
な
り
進
め
て
い
く
。

　

市
内
２
校
の
公
立
高
校
の
存
続
の

在
り
方
と
し
て
、
産
業
人
材
育
成
を
主

体
と
し
た
検
討
会
を
設
け
て
は
ど
う

か
。

　

高
校
の
魅
力
化
事
業
の
拡
充
な
ど

を
県
へ
要
望
し
て
い
る
。
市
内
公
立
高

校
に
つ
い
て
は
、
２
校
と
も
に
存
続
し

て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

人
口
減
少
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後

の
投
票
所
再
編
の
見
通
し
は
。

　

特
別
な
状
況
の
変
化
が
な
い
限
り

固
定
す
べ
き
も
の
。
地
域
の
人
口
や
交

通
の
便
、
そ
の
他
の
実
情
を
鑑
み
、
地

元
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
総
合
的
に
再

編
を
検
討
し
た
い
と
考
え
る
が
、
現
段

階
で
は
投
票
所
を
再
編
・
増
設
す
る
考

え
は
な
い
。

【
18
歳
選
挙
権
】

　

参
加
・
体
験
型
の
主
権
者
教
育
の

推
進
を
。

　

効
果
的
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、
過
去
の
経
過
な
ど
も
踏
ま
え
、
取

り
組
み
を
模
索
し
た
い
。

　

新
た
に
高
校
生
の
一
部
も
選
挙
権

を
有
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
高

校
な
ど
へ
の
期
日
前
投
票
所
の
設
置

を
。

　

選
挙
事
務
・
経
費
・
学
校
の
選
定

や
他
校
と
の
均
衡
・
日
程
調
整
な
ど

諸
々
の
問
題
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
設

置
の
考
え
は
な
い
。

教育ビジョンに     

　　　　ついて

土井　正人

投票率向上への

　　取り組みを

坪内　涼二

キャリア教育の授業（渡津小学校）
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和
木
町
の
海
岸
侵
食
対
策

へ
の
取
り
組
み
の
状
況
は
。

　

本
市
で
は
、
昨
年
７
月
か

ら
和
木
海
岸
周
辺
地
域
に
お
い

て
地
籍
調
査
を
実
施
し
、
土
地

の
境
界
確
定
を
進
め
る
と
と
も

に
、
昭
和
20
年
代
か
ら
の
航
空

写
真
や
古
文
書
の
収
集
、
地
権

者
へ
の
聴
き
取
り
な
ど
を
行

い
、
本
年
２
月
末
に
地
権
者

と
の
合
意
が
得
ら
れ
た
。
今
後

は
、
島
根
県
に
よ
る
海
岸
保
全

区
域
指
定
に
対
し
、
本
市
へ
意

見
照
会
が
行
わ
れ
、
約
半
年
で
指
定
さ

れ
る
見
通
し
で
、
指
定
完
了
後
は
地
元

住
民
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
環
境

に
配
慮
し
た
抜
本
的
な
対
策
が
さ
れ
る

よ
う
、
引
き
続
き
島
根
県
に
対
し
て
強

く
要
望
し
て
い
く
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン

タ
ー
な
ど
へ
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
を
。

　

財
政
状
況
も
あ
る
た
め
、
優
先
度

を
勘
案
し
な
が
ら
計
画
的
に
改
善
を
進

め
て
い
く
。

　

結
婚
に
対
す
る
取
り
組
み
と
成
果

目
標
は
。

　

平
成
29
年
度
を
目
標
に
無
料
相

談
窓
口
の
開
設
を
検
討
。
４
年
間
で

成
婚
数
８
組
、
恋
活
応
援
団
登
録
件

数
90
件
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
数

６
７
０
人
が
目
標
。

　

結
婚
へ
結
び
つ
け
る
た
め
の
経
済

的
支
援
を
。

　

桜
江
地
区
に
若
者
定
住
促
進
住
宅

が
あ
り
、
所
得
に
よ
り
１
万
５
０
０
０

円
ま
で
の
家
賃
助
成
が
あ
る
。
促
進
住

宅
の
市
内
全
域
へ
の
展
開
は
で
き
な
い

が
、
空
き
家
対
策
な
ど
で
確
保
支
援
を

行
う
。

　

不
妊
治
療
の
助
成
拡
大
を
。

　

県
の
要
項
に
準
じ
て
助
成
金
額
を

上
乗
せ
し
、
男
性
不
妊
へ
の
助
成
も
開

始
。
平
成
28
年
度
よ
り
不
育
症
治
療
費

へ
の
助
成
も
始
め
る
。

　

女
性
が
働
く
環
境
整
備
を
。

　

県
で
は
、
従
業
員
の
育
児
休
業
と

復
職
に
取
り
組
む
事
業
者
へ
奨
励
金
交

付
事
業
を
実
施
す
る
。

市民が安心して

楽しく暮らせる

まちづくりを！

田中　利德

若者の定住

地元就職推進を

鍛治恵巳子

縁結びサポートセンター（いわみーる）

和木町の海岸侵食
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策
定
中
の
「
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
」
で
の
新
規
路
線
は
。

　

駅
・
バ
ス
停
や
商
店
・
診
療
所
の

あ
る
地
域
と
集
落
を
結
ぶ
よ
う
検
討

中
。
４
月
の
計
画
決
定
後
に
交
通
事
業

者
と
調
整
を
行
う
。

　

対
象
は
中
心
市
街
地
や
そ
の
周
辺

地
域
の
み
か
。

　

市
内
全
域
が
対
象
で
、
デ
マ
ン
ド

型
バ
ス
を
検
討
し
て
い
る
。

　

現
行
の
生
活
交
通
バ
ス
は
乗
車
人

数
が
少
な
い
。
利
用
者
の
玄
関
先
ま
で

迎
え
に
行
く
運
行
で
、
利
便
性
と
利
用

者
数
の
向
上
を
。

　

有
効
な
選
択
肢
で
、
生
活
交
通
バ

ス
の
デ
マ
ン
ド
型
区
域
運
行
へ
の
移

行
・
拡
大
を
検
討
中
だ
が
、
タ
ク
シ
ー

事
業
と
競
合
す
る
た
め
、
事
業
者
と
協

議
し
た
い
。

　

川
戸
駅
か
ら
市
山
な
ど
へ
の
ル
ー

ト
を
延
伸
し
、
旭
Ｉ
Ｃ
で
高
速
バ
ス
と

連
絡
さ
せ
て
は
。

　

需
要
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、

必
要
な
ら
検
討
す
る
。

　

国
が
策
定
を
求
め
る
立
地
適
正
化

計
画
へ
の
考
え
方
は
。

　

居
住
機
能
・
福
祉
・
商
業
・
教
育
・

文
化
な
ど
、
立
地
や
公
共
交
通
網
の
充

実
を
総
合
的
に
計
画
す
る
。
中
学
校
区

単
位
で
居
住
誘
導
区
域
を
想
定
し
、
都

市
機
能
誘
導
区
域
と
し
て
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
・
江
津
駅
前
地
区
な
ど

含
む
エ
リ
ア
を
想
定
し
て
い
る

　

公
共
施
設
に
つ
い
て
の
今
後
の
整

備
・
管
理
の
方
針
は
。

　

現
在
、
道
路
以
外
に
２
１
２
施
設
、

４
１
７
棟
の
公
共
施
設
が
あ
り
、
維
持

費
が
13
億
２
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
平
成
28
年
度
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
を
策
定
し
、
維
持
費
・
更
新

費
用
の
試
算
を
踏
ま
え
、
適
正
な
あ
り

方
を
決
定
す
る
。

　

財
政
上
の
公
共
施
設
の
維
持
費
や

更
新
費
用
の
見
通
し
は
。

　

大
規
模
改
修
や
解
体
に
は
多
額
の

費
用
が
か
か
る
た
め
、
年
次
計
画
を
立

て
平
準
化
を
図
り
、
財
政
が
悪
化
し
な

い
よ
う
努
め
る
。

生活交通バス

　充実策を提案

多田　伸治

これからの

「まちづくり」　

　　　について

永岡　静馬

川平や波積の生活交通で利用されている車輌

建設中のひと・まちプラザ

12



　

桜
江
支
所
を
副
次
拠
点
施
設
と
し

て
整
備
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
が
利

用
し
や
す
い
状
況
に
な
る
。
し
か
し
、

将
来
的
に
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
施
設

を
利
用
す
る
に
あ
た
り
予
測
さ
れ
る
問

題
と
対
応
は
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
交
通
弱
者
の

交
通
手
段
の
確
保
が
問
題
に
な
る
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
に
よ
り
運
行
形
態
が
地
域
の
実
情
に

合
わ
な
く
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
の

で
、
デ
マ
ン
ド
型
の
区
域
運
行
へ
の
移

行
や
、
待
合
環
境
の
整
備
、
タ
ク
シ
ー

事
業
者
の
活
用
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

輸
送
な
ど
、
地
域
の
実
態
に
合
わ
せ
た

支
援
策
を
講
じ
る
。

　

将
来
的
に
地
域
の
課
題
や
問
題
解

決
の
た
め
、
市
内
４
中
学
校
区
単
位
で

の
地
域
の
拠
点
整
備
の
考
え
は
。

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
と
予

測
さ
れ
る
中
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

将
来
に
わ
た
っ
て
存
続
さ
せ
る
上
で
、

新
た
な
枠
組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

今
後
の
産
業
振
興
は
。

　

人
口
減
少
の
状
況
に
あ
っ
て
も
、

サ
ー
ビ
ス
産
業
な
ど
内
需
型
産
業
を

支
え
る
た
め
、
製
造
業
・
農
業
・
電
気

事
業
な
ど
外
貨
獲
得
型
産
業
を
充
実
さ

せ
、新
た
な
事
業
化
支
援
や
企
業
誘
致
、

６
次
産
業
化
な
ど
の
推
進
を
図
る
。

　　

今
後
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
。

　

山
陰
道
浅
利
福
光
間
は
平
成
28
年

度
に
事
業
化
の
予
定
で
、
そ
の
一
部
と

な
る
県
道
浅
利
渡
津
線
は
平
成
30
年
度

に
完
成
す
る
。
安
全
対
策
が
必
要
な
通

学
路
１
２
５
カ
所
の
う
ち
53
％
は
整
備

完
了
し
て
お
り
、
今
後
も
緊
急
度
の
高

い
箇
所
を
優
先
し
て
整
備
す
る
。
市
道

江
津
敬
川
海
岸
線
に
つ
い
て
は
、
重
要

性
の
見
直
し
を
行
い
、
粘
り
強
く
県
道

昇
格
を
要
望
す
る
。
和
木
漁
港
か
ら
水

尻
川
ま
で
の
海
岸
侵
食
へ
の
対
策
と
し

て
、
和
木
漁
港
周
辺
で
人
工
リ
ー
フ
の

設
置
と
養
浜
を
行
い
、
水
尻
川
河
口
へ

突
堤
を
設
置
す
る
。
公
共
施
設
白
書
作

成
後
、
公
共
施
設
再
編
に
つ
い
て
の
周

知
を
行
う
。

高齢化社会に対

応した地域拠点

の整備を

島田　修二

産業振興と

インフラ整備は

藤間　義明

副次拠点整備する桜江支所

企業進出が活発な江津工業団地
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江
津
市
版
総
合
戦
略
80
事
業

16
億
８
６
７
１
万
円
は
、
一
般
会
計
予

算
案
の
１
割
に
上
る
。
計
上
に
あ
た
っ

て
の
考
え
方
は
。

　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
の
空
き
家
活
用

事
業
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
、
全
国
に
先
駆
け
た
取
り
組
み
を

積
み
重
ね
、
地
方
創
生
に
つ
な
げ
る
。

総
合
戦
略
が
一
般
会
計
予
算
の
１
割
を

占
め
る
と
の
指
摘
だ
が
、
子
育
て
関
連

費
・
教
育
関
連
費
・
土
木
建
設
費
な
ど
、

全
て
の
予
算
が
「
地
方
創
生
」
と
な
る
。

　

地
方
創
生
を
評
価
す
る
「
重
要
事

業
評
価
指
数
」
に
沿
え
ば
、
江
津
市
が

よ
く
な
る
の
か
。

　

各
事
業
の
数
値
目
標
を
設
定
す
る

こ
と
で
、
人
口
減
少
抑
制
に
繋
が
る
。

　

市
長
は
施
政
方
針
で
、
農
家
の
所

得
向
上
を
掲
げ
た
が
、
ど
う
や
っ
て
実

現
さ
せ
る
の
か
。

　

６
次
産
業
化
や
本
市
な
ら
で
は
の

特
産
品
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
に
取
り

組
み
、
農
家
の
所
得
を
上
げ
て
い
き
た

い
。

　

江
津
本
町
地
区
で
は
歴
史
的

建
造
物
を
活
か
し
、
平
成
19
年
度

か
ら
街
な
み
環
境
整
備
事
業
が
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、進
捗
状
況
は
。

　

10
カ
年
計
画
で
総
事
業
費

３
億
５
０
０
０
万
円
と
し
て
実
施

し
て
い
る
が
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で

約
30
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
旧

江
津
町
役
場
や
旧
江
津
郵
便
局
の

改
修
、
本
町
川
沿
線
の
修
景
、
民

間
の
住
宅
修
景
助
成
な
ど
を
行

い
、
15
件
の
歴
史
的
建
造
物
が
国

の
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
。

　

観
光
振
興
を
推
進
す
る
た
め
に

も
、街
な
み
景
観
整
備
を
促
進
す
べ
き
。

今
後
、事
業
を
進
め
る
上
で
の
方
針
は
。

　

当
初
の
計
画
期
間
か
ら
10
年
が
経

過
し
て
お
り
、
そ
の
間
に
下
水
道
事
業

と
の
調
整
、
住
民
意
向
に
も
変
化
が
あ

る
。
事
業
期
間
を
今
後
５
カ
年
程
度
延

長
し
、
事
業
計
画
の
根
本
的
な
見
直
し

を
行
い
、
歴
史
的
資
源
・
観
光
資
源
の

一
つ
と
し
て
捉
え
、
住
民
と
行
政
が
協

働
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

江津市版

　総合戦略

　　について

森川　佳英

本町の街並み

景観整備事業の 

　　　　促進を

森脇　悦朗

本町ふらり

年収別・雇用形態別既婚率（内閣府調査報告書）

男性 女性

20 歳代 30 歳代 20 歳代 30 歳代

合 計 平 均（ ％） 18.9 23.3 24.4 30.0

300 万 円 未 満 8.7 9.3 25.7 35.7

300～400万円未満 25.7 26.5 16.2 17.1

400～500万円未満 36.5 29.4 22.7 20.0

500～600万円未満 39.2 35.3 32.9 23.0

600 万 円 以 上 29.7 37.6 34.0 16.3

正 規 雇 用 25.5 29.3 8.8 15.5

非 正 規 雇 用 4.1 5.6 16.9 18.1
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政治倫理基準（第３条）

議員は次に掲げる政治倫理基準を順守しなければならない。

（１）議員の品位と名誉を損なう行為により、市民の議会に対する信頼を損ねないこと。

（２）議員の地位を利用して公正を疑われるような金品を授受しないこと。

（３）市及び本市行政と密接な関係のある法人が行う許認可等の処分若しくは行政指導及び工事

請負契約、業務委託契約、物品納入契約その他の契約に関し、特定の者のために不正な働

きかけをしないこと。

（４）市職員の採用、昇任、降任、異動その他の人事について、その地位を利用し、影響力を行

使しないこと。

（５）政治活動に関して、政治的又は道義的な批判を受けるおそれのある寄附を受けないものと

し、議員の後援団体についても同様に取り扱わせるよう措置すること。

（６）市等の職員の公正な職務遂行を妨げ、又はその権限若しくは地位による影響力を不正に行

使するよう働きかけをしないこと。

審査の請求（第７条）

（１）議員は、倫理基準に反する疑いがあると認められる議員があるときは、それを疑うに足る

事実を証する資料を添えて、３人以上の議員の連署を持って、議長に対して審査を請求す

ることができる。

（２）選挙権を有する市民は、倫理基準に反する疑いがあると認められる議員があるときは、そ

れを疑うに足る事実を証する資料を添えて、有権者 20 名以上の者の連署をもって、議長

に対して審査を請求することができる。

審査会の設置（第８条）

　議長は、審査請求を受理したときは 20 日以内にこれを審査するために、議会に江津市議会議

員政治倫理審査会を設置するものとする。

審査（第 11 条）

（１）審査会は、審査を請求された議員、審査請求代表者、識見を有する者等に対し、出席を求

め、意見若しくは事情を聴取し、又は報告を求めることができる。

（２）審査にあたり、被審査議員が審査会に出席し、又は書面により弁明する機会を設けなけれ

ばならない。

（３）被審査議員は、審査会の要求があるときは、審査に必要な資料を提出し、又は審査会に出

席して意見を述べなければならない。

（４）審査会は、審査を付託された日から 90 日以内に審査を終了し、審査の結果を議長に文書

を持って報告しなければならない。

市民の信託を受けた市議会議員として、自らの行動を厳しく律し、より高い倫理観を持ってその

使命の達成に努めることとし、市民に信頼される公正で民主的な市政の発展に寄与することを目的

に条例を制定しました。

『江津市議会議員政治倫理条例』を制定しました
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議　

長　

藤
田　
　

厚

委
員
長　

島
田　

修
二

副
委
員
長　

多
田　

伸
治

委　

員　

坪
内　

涼
二

委　

員　

鍛
治
恵
巳
子

委　

員　

田
中　

利
德

委　

員　

田
中　

直
文

編
集
・
発
行
責
任
者

議
会
広
報
・
情
報
公
開

対

策

特

別

委

員

会

第７回　議会報告会を開催

議会を見学しよう

江津市議会では皆さん
の傍聴をお待ちしておりま
す。傍聴をご希望の方は、
議会開催日に本庁３階の
議会事務局までお越し下さ
い。

議会に参加しよう

議会に対して陳情等を提
出することができます。陳
情とは、特定の事項につい
て議会などに実状を訴え、
適切な措置を要望すること
です。

編 集

後 記

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
が
現
在
の

メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
２
年
、
こ
の
メ
ン

バ
ー
で
の
編
集
作
業
は
今
回
で
最
後
と

な
り
ま
す
。
こ
の
２
年
間
で
紙
面
を
刷

新
し
、
議
会
報
告
会
で
も
参
加
し
た
方

か
ら
、「
読
み
や
す
く
な
っ
た
」
と
の

評
価
を
頂
い
た
り
も
し
ま
し
た
。

次
の
編
集
委
員
会
が
ど
の
よ
う
な
体

制
と
な
る
か
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
「
ひ
ら
か
れ

た
議
会
」
の
入
り
口
と
し
て
わ
か
り
や

す
く
、
市
議
会
の
取
り
組
み
を
お
伝
え

で
き
る『
市
議
会
だ
よ
り
』へ
さ
ら
な
る

刷
新
が
続
い
て
い
け
ば
と
思
い
ま
す
。

多田　伸治

日 月 火 水 木 金 土
5/29 30 31 6/1 2 3 4

委員会
（議会運営）

5 6 7 8 9 10 11

全員協議会 委員会
（議会運営）

12 13 14 15 16 17 18

本会議 議員連絡会 本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

19 20 21 22 23 24 25

委員会
（総務文教）

委員会
（建設厚生）

委員会
（予算）

情報交換会

26 27 28 29 30 7/1 2

本会議

次 回  ６ 月 定 例 会

請願・陳情締切　６月２日午前中まで

５／１３(金 ) ５／１４(土 ) ５／２０(金 ) ５／２１(土 )

黒松地域コミュニティ

交流センター
渡 津 交 流 館

二宮地域コミュニティ

交流センター

谷住郷地域コミュニティ

交流センター

１９：００～２０：３０

藤 田　　 厚

土 井　 正 人

河 野　 正 行

坪 内　 涼 二

森 脇　 悦 朗

森 川　 佳 英

永 岡　 静 馬

島 田　 修 二

田 中　 直 文

石 橋　 孝 義

多 田　 伸 治

田 中　 利 德

藤 間　 義 明

鍛 治 恵 巳 子

島 田　 修 二

河 野　 正 行

パネルディスカションテーマ

地域コミュニティ 地域コミュニティ 西 部 統 合 小 学 校 地域コミュニティ

皆さんのお越しをお待ちしています！
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